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策定の流れと進め方 

 

 

１ 策定の流れと策定体制 

 

【策定の流れ】             【策定体制】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【策定体制】 

 

 

  

現状把握 

現行計画の取り組み状況の把握 

アンケート調査 

取り組み状況からの課題の把握 

これからの計画の骨格・方向性の検討 

計画の基本方向（目標等）の設定 

計画素案の策定 

具体的な施策・事業の検討等を経て 

第３次東金市障がい者計画案の策定 

→修正・補充→計画の策定 

事務局等で再検討 

策定委員会で協議 

事務局等で再検討 

策定委員会で協議 

事務局等で再検討 

策定委員会で協議 

策 定 委 員 会 

（福祉・医療・保健関係者・学識経験者） １２名 

施策の点検、現状把握等 （関係課） 

資料２ 
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２ 策定スケジュール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

策定委員会を年度内に３回予定しています。 

 

【策定委員会の今後の開催予定】 

○第２回策定委員会 

11月下旬から12月に開催予定。計画の基本方向（将来像や目標）、取り組むべき課

題と主要な施策等を盛り込んだ計画素案について検討していただきます。 

 

○第３回策定委員会 

１月下旬ごろ開催予定。第２回委員会での協議内容を整理後、計画案について検討

していただきます。 

 

調査票作成

発送・回収

入力・集計

報告書作成

現状把握帳票の作成

庁内関係部署への確認

とりまとめ

ヒアリングシートの作成

関係団体への調査

とりまとめ

事業評価及び課題の整理

サービス見込量の算定、推進方策の検討

● ● ●

アンケート結果 計画素案 計画案

基本的方向性、施策体系の検討

障害福祉サービス等の各年度における見込み量の算出、確保策の検討

重点施策等の検討

計画の評価方法の検討 パブリックコメント

計画素案の作成

計画案の作成 計画策定

業務内容
１月 ２月 ３月

2020年 2021年

10月 11月 12月5月 6月 7月 8月 9月

計画の策定

アンケート調査

庁内関係部署及び関係団

体等現況把握調査の実施

施策・事業の実施状況の

評価及び課題の整理

障害福祉サービス等の推

進方策の検討

策定委員会


